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3)  鏡森定信：（講演）「運動と休養・睡眠」について．平成 17年度富山県生涯スポーツ協議会，2006, 2, 朝日． 
4)  鏡森定信：学会への意気込み．公衆衛生情報，3月号，26-28, 2006. 
5)  鏡森定信：海洋深層水で浮遊浴を楽しむ．月刊みんかつ，206: 22-23, 2006. 
6)  鏡森定信：（講義）「保健医学からみた温泉地の活用」．温泉療養学セミナー，2006, 2, 上越． 
7)  鏡森定信：杉谷に木を植えた皆さんへ－新大学における杉谷キャンパスの独自性ある自立に向けて－．富山大学医

学部同窓会報，15: 5, 2006. 
8)  鏡森定信：（講演）「命を育む健康づくり」を富山から．市民公開講座，2006, 7, 富山. 
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10)  鏡森定信：（講演）「脳の健康と生活習慣」．第 2回むつみ会委員会（富山高校），2006,12, 富山. 
11)  鏡森定信：（講演）「こどものころからの生活習慣病予防」．平成 18年度北信地区保健師研修会，2006. 12. 長野. 
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ポジウム５「これからの子どもの睡眠研究に向けて」），2006, 6, 大津． 
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42)  関根道和：（新聞記事）「子どもの睡眠障害：イライラや集中力不足・・・問題行動，学力低下招く」．読売新聞，2006
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